会計表の使い方

1. 空欄に人数を「正」の字で記入する。
現金分と前売りチケット分は分けて記入。
ホームカミングデイチケットは現金分に加算。現金と組み合わせて出された場合も同様に。つまり、ホームカミングデイチケット＝現金、と考えてよい。

2. 交代の時間になったら現金分でいくら売り上げたかを計算して記入。
300円×人数（名）＝現金分売上（円）という感じで。
前売りチケット分については人数だけ記入。

3. その時間帯の合計来客数を売上合計の上欄に記入。


4. 2で出した現金分売上+前の時間帯までの売上合計、を計算して担当時間帯の売上合計の下欄に記入。（例外として、10:00～11:00担当の場合は、現金売上分+釣銭準備金を記入する。）
この欄には計算上レジにあるべき金額が記入されることになるので、実際の金額を数えてちゃんと合っているかどうか確かめる。
もし数値がずれたら「+300」といった感じで担当欄にでも記入しておく。究極、実際の金額が多ければ問題なし。少なければ誰かに相談すること。ちなみに誤差が生じた場合、その後はずっとその誤差を引き継ぐことになる。

例）10:00～11:00の売上合計＝30,600円、11:00～12:00の現金売上＝300円だったら、30,600+300を11:00～12:00の売上合計に記入、この場合、30,900円が計算上レジにあるべき金額になる。
この後実際にレジ内の金額を数えて31,200円だった場合は、担当欄に「+300」と記入しておく。

5. 最後に、担当欄にサインして次の人に引き継ぐ。

6. 一番最後の担当者は、合計欄を記入する。
その日の現金売上分の人数と金額、前売チケット分の人数をそれぞれ合計して記入。
ついでに総計の欄も記入。その日の売上の内、ホームカミングデイチケットが何円分あるか数えて記入する。
まぁ、めんどくさかったら適当な幹部を捕まえてやってもらってもいいかも。

※100円玉は多分大量になると思うので、溢れたらチャック付子袋に50枚一束でまとめておくとよい。

※もし細かい釣銭がなくなったときは、隠し金庫の金で両替する。暇な時にやっておいてもよい。

※余白とか担当欄はメモに使ってもよい。担当欄に書くのは重要メモということで。

